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県
民
あ
げ
て
迎
え
た
第
十
三
回
国
民

体
育
大
会
秋
季
大
会
は
、
県
下
各
会
場

で
五
日
間
に
わ
た
っ
て
く
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、

出
場
選
手
は
郷
土
の
名

替
に
か
け
て
奮
斗
し
ま
し
た。

本
県
選
手
た
ち
は
地
元
の
限
り
な
い

声
援
に
応
え
て
、
天
皇
杯
で
は
十
八
位

皇
后
杯
で
は
十
七
位
の
成
績
を
あ
げ
、

十
月
二
十
三
日
擁
況
の
う
ち
に
終
り
を

つ
げ
ま
し
た
。

魚
津
市
に
お
い
て
は
、
バ
レ

l
、
ラ

グ
ビ

ー
の
二
種
目
に
千
二
百
人
の
若
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ

ー
競
技
は
十
九
日
午
後
一
時

半
か
ら
西
中
、
東
中
、
魚
高
.グ
ラ
ン
ド

で
開
始
さ
れ、

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
競
技
の

開
始
式
は
、
二
十
日
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
市
営
コ

ー
ト
で
、
北
は
北
海
道
か

ら
南
は
九
州
の
代
表
、
五
十
六
チ
l
ム

の
選
手
入
場
で
始
ま
り
、
国
旗
、
大
会

旗
掲
揚
、
日
カ
魚
津
谷
島
選
手
の
力
強

い
宣
誓
に
続
い
て
二
千
の
色
と
り
ど
り

の
風
船
が
、
市
営
コ

l
卜
の
上
空
に
舞

い
あ
が
り
、
四
日
間
に
わ
た
る
熱
戦
の

火
ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
し
た。

魚
津
高
、
日
カ
魚
津
の
バ
レ

l
、
ラ

グ
ビ
ー
チ
l
ム
は
善
戦
し
ま
し
た
が
、

魚
津
高
男
子
の
準
々
決
勝
ま
で
進
ん
だ

ほ
か
と
と
も
に
一
回
戦
で
敗
れ
ま
し
た

高
校
野
球
の
魚
津
高
も
準
決
勝
で
作

新
学
院
に

4
ー
ー
で
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル

高
校
女
子
も
一
回
戦
で
岡
谷
東
高
(
長
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10月の人口動態
人口 46.235人

世帯数 9.172世帯

出生 5 1人

死亡 1 9人

一
ぶ
さ
れ
、
好
評
の
う
ち
に
都
は
お
ろ
さ

一
れ
ま
し
た
。

一

ま
た
二
十
日
に
は
、
天
皇
、
皇
后
両

-
陛
下
が
お
そ
ろ
い
で
当
市
に
お
成
り
に

一
な
り
村
木
小
学
校
で
復
興
状
況
を
つ
ぶ

一
さ
に
と
覧
に
な
っ
た
あ
と
、
陛
下
は

一
「
魚
津
の
復
興
は
仰
に
心
に
か
け
て
い

野
)
に
2
|
O
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

一
る
が
、
な
お
乙
の
土
完
成
に
一
一
胞
の
努

ま
た
二
十
日
に
は
、
雨
で
延
期
の
前

一力
を
尽
す
よ
う
に
」
と
い
う
有
難
い
お

夜
祭
が
、
婦
人
会
員
、
青

年
団
員
千
人

一言
葉
を
た
ま
わ
り
ま
し
た

D

そ
し
て
校

近
く
参
加
し
、
魚
津
音
頭
、
せ
り
こ
み

一位
に
埋
め
つ
く
し
た
小
、
中
学
校
生
徒

蝶
六
な
ど
情
緒
豊
か
に
行
わ
れ
、
選
手

て

高
令
者
、
特
別
奉
迎
者
、
数
千
人
の

た
ち
も
混
っ
て
踊
る
な
ど
、
ほ
ほ
え
ま

一
万
才
に
応
え
ら
れ
ま
し
た
。

し
い
風
景
も
見
ら
れ
ま
し
だ
。

一
二
十
一
日
に
は
、
秩
父
宮
妃
殿
下
も
、

期
間
中
は
準
備
や
、
宿
泊
、
案
内
等

一
魚
高
一グ
ラ
ン
ド
、
市
営
コ

l
卜
に
お
い

に
諸
団
体
の
惜
し
ま
ぬ
協
力
と、

全
市

一
で
に
な
り
、
約
五
十
分
間
づ
っ
競
技
を

あ
げ
て
の
歓
迎
に
国
体
一
色
に
塗
り
つ

一
熱
心
に
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。

盛
況
に
沸
い
た
五
日
間

全

市

あ

げ

て

の

歓

迎

昭和 33年 11月5日発行

;国体;
報広市津魚

写真左上は村木小学校屋上で市長のご説明をおききになる

両陛下上は高令者、特別奉迎者にお会釈される両陛下

写
真
上
か
ら
①
国
体
旗
リ
レ

l

(早

月
橋
上
)
①
街
は
国
体
一
色
に

①
到
篇
チ
1
ム
に
花
束
を
お
く
る
婦
人

会

@
背
年
団
、
婦
人
会
、
千
人
近
く

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
前
夜
祭

第
十
三
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
し
か
も
ラ
グ
ビ

ー
、
バ
レ

1
ポ

l
w
の
V

も
幾
多
の
難
関
を
踏
越
え
多
大
の
成
果
二
会
場
の
受
持
は
、
経
済
と
運
営
の
悶

~

を
残
し
、
好
評
組
に
終
了
い
た
し
ま
し
面
に
重
荷
を
に
な
い
、
困
難
が
予
想
さ

九

た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
全
市
民
各
位
の
れ
ま
し
た
が、

背
年
団
、
婦
人
会
並
び

ハ

熱
意
あ
る
誠
心
と
深
い
別
解
の
た
ま
も
全
市
民
の
熱
意
あ
る
と
協
力
に
よ
り
、

の
と
衷
心
よ
り
感
謝
に
た
え
な
い
次
第
立
派
に
こ
れ
を
成
し
遂
げ
る
乙
と
が
で
v

で
あ
り
ま
す
0

.

き
、
感
無
量
の
歓
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
~

な
お
、
と
の
国
体
期
間
中
の
二
十
日
あ
り
ま
す
。

に
は
、
天
皇
、
皇
后
阿
陛
下
を
お
迎
え
今
回
全
国
各
地
か
ら
多
数
の
役
員
選

ん

し
、
火
災
復
興
状
況
を
御
視
察
遊
ば
さ
手
、
視
祭
団
等
を
迎
え
、
本
市
の
産
業

以

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
間
少
な
文
化
、
観
光
等
あ
ら
ゆ
る
面
を
も
あ
わ
U

い
時
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、
つ
つ
が
な
せ
て
紹
介
す
る
絶
好
の
機
会
と
も
な
り
~

く
奉
迎
送
い
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
諸
般
の
準
備
を
進
め
な
が
ら
も
責
務
の

へ

勝
灘
機
鰐

国

体

を

終

え

て

‘
 

錨
麟
欝
麟
瞭
崎

市

長

寺

田

太

吉

乙
と
は
、
誠
に
よ
ろ
こ
び
に
た
え
な
い
重
大
さ
が
痛
感
さ
れ
て
お
っ
た
の
で
あ

一

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ひ
と
え
り
ま
し
て
、
規
模
や
運
営
の
限
度
を
考

い

に
市
民
各
位
の
至
誠
の
し
か
ら
し
む
る

慮
し
、
簡
素
で
し
か
も
実
質
に
添
う
よ
V

と
こ
ろ
と
存
じ
ま
す
。
と
く
に
天
皇
陛
う
十
分
工
夫
を
こ
ら
し
た
つ
も
り
で
あ

へ

下
か
ら
本
市
の
火
災
復
興
に
た
い
し
御
り
ま
す
。

〈

激
励
の
お
言
葉
を
賜
わ
り
、
乙
の
無
上
ど
う
か
今
後
も
健
全
で
健
康
な
市
建
“
・

の
光
栄
と
感
・激
を
全
市
民
各
位
と
と
も
設
の
た
め
、
ど
協
力
争
お
ね
が
い
す
る
γ

に
深
く
肝
に
銘
じ
、
立
派
に
復
興
事
業

と
と
も
に
、
乙
の
記
念
す
べ
き
国
体
に

~

を
完
成
し
、
悔
を
後
代
に
の
こ
さ
ぬ
よ
ど
協
力
を
い
た
だ
い
た
各
種
諸
団
体
は

~

う
固
く
替
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
じ
め
全
市
民
各
位
に
厚
く
御
机
申
し
上

九

か
え
り
み
る
に

一
昨
年
の
大
災
害

復

げ

ま
す
。

〈

興
途
上
に
あ
る
当
市
と
し
て
は
、
と
く

に
国
家
的
大
行
事
切
で
あ
る
こ
の
国
体
.

ラグビー競技をご覧になる秩父宮妃殿下

写真上はバレーの開始式右は

個人宿舎の食事の準備と 左は

家政とともに夕食のーときを過

す選手たち

写真上は旗をおしたてIflJ
内あげての応援

右は魚津高とn~:習制高と
の熱戦(村木小)

下は図版、大会旗が|昨さ

れ大会も無事終7
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五

と

十

六

想 、 林は O
さ今時つ 1 謀 、そ
れ年初ん|へ出の
ま度除 4、|問張ほ
しの普仁|合所か
た稲 7二芙貝|せ、く
が作 1'-の 11願践 わ
、 ほ 五 回 | い 協 し

稲当 十宍|ままい
作 初 τ 欣|すた乙
後 大 IJ謡 | 。は と
却]豊 岡;e l 市に
に作 支エ| 食 つ
近が山 ， iWい
年予 両 農 て

なを j主にきさはて過多、グ年ーす作に
り支薬 j長るれ f長ら去くロよは年 0・害 な
ま出防~が 、 諸~ れにのヨ トは う虫ド
しし入 費 、食のてお被 コピセんが天
たて 費 が乙 絹 発 い い 答 バイジか多候
。i坊と 要の増述ま て をエ ロロ 類 く不
|除 しす防 [(tにせはか が ウ ウ に'発 )1原
資 てる 除を よん i白け大ンンつ生に
に市のを期つで確て発カカいの加
充 か で 実 すてしなお生、、て傾え
て ら 、施る防た防り し今昭は向て
る五こす乙 除 が 除ま 、年 和昭に
乙十の る とが、 法す稲は三 和あ 最
と万たたが 徹最が。 作ツ 十 三 り近
に円ぴめで底近た にマ二十ま稲

調 非 要て岸にすに三て協の同乙く乙調を施 活 査 の農
査 となお漁困。しつい同経組ろみ の査行 し岸を 漁林 :血管

す協 資 り業難現てのる組 営合 と を調をった 漁 行業省 担
る力料、のな在行 点漁 合体のな知 査 して 漁 業 い者で 莱
こ・をにこ行 間のこに業 、が 実 つ り で ま い 業 閉 まには な八 の
と・おもれき 題水うつ権ま行態て はするセ査すつ十 f訂 正
が・願な をづが産といのた使はい (2) 。すンは 。い ー 竺
ら・いる打ま山 業いて 実は しど る沿 (1) ベサ H自 て 月 日土 産
にしわ開り積界う統態経、う沿 岸漁 てス和 治- )二T二 の
つまけすがしにの計は 営あ か海漁 業 のとこ 岸 日 十 1 

いすで る閥、はが的ど体る 地 業の 方向 ート漁現 J也 Lプ
て。すた題こ内ねにうがい (3)区の 生 にじ八 業在 一 tJffi く
は かめにと外ら明か所はと漁よ 陀 つく 年 |臨で ム
調 ら のな に とい ら 、有漁れ業りの い漁に 時全 月ぎまPU
査 定重 つ 沿 も で かのし 業ら協ど し て業 実調国 フに乞
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た しかめて下さい。<I るん 突 本 |なを府しーの のやでき生の

| こ lニ こ目二 |ら経寅 く月 売 米むのか 産政
i さお 方面 |な 由入書+ 波穀を間ら者府

市役所で毎日午前 8時半から午後5時まで 〉l L聞 1いし数い九し の得に 、で 寅
| なき 乙て量た臼が 全 な お そ 、 入

っし と市変ー1ま園部いいの事数

日記大学参 村が 市， 結で白見療 れ 売申 右まで とやた 出しとた指災まに
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時間は午後 11時から3時までです。なお注射を受ける

ところは都合のよい場所で受けて下さい。

費用は1人1聞に10円安るととになっています。
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に生まれたもの

ZH 2期一昭和34年度に小学校に入学するもの

第3期ー|昭和33年度に小学校を卒業するもの.
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